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１．はじめに 

2000 年に大規模小売店舗立地法が改正され，大型店

側は届出書を提出することを義務付けられた1)。1999 年

の大店舗を設置するものが配慮すべき事項に関する指

針において，周辺道路への影響を抑えるように大型店

側に求めていた2)。その指針の 2005 年改正では周辺道

路に著しい影響を与えるおそれがあると見込まれる場

合，立地後の交通流動の予測が必要であると記述され

ている3)。また，長田ら4)や小林ら5)はミクロシミュレー

ションを用いた研究において，届出書の算出結果だけ

では周辺交通への影響判断をするのは不十分と指摘し

ている。 

本研究は，大規模小売店舗立地の際の交通影響評価

や手続きのあり方などを検討するための基礎データの

蓄積を目的とするものである。本稿は，2005 年 5 月 19
日にオープンしたイオン宮崎ショッピングセンター

(SC)を事例とし，隣接交差点の交通状態を観測調査する

とともに，課題に関する考察を加えたものである。 
 

２．調査地区  

 
図－１ 大型 SC 周辺地区 

 
 宮崎県は意見書の中で交通混雑が予想されるとして，

図－１の①～③に対応する①一ッ葉通線，②下原通り，

③江平一ッ葉線の３路線について有効な対策を講じる

ように意見した。そこで，①，③のそれぞれの路線で

ある中央市場西交差点と医師会病院入口交差点の西流

入部について観測調査した。 
調査日時は 2005 年の 3 月から 10 月の日曜日と 12 月

23 日の 14～15 時で 3～5 名で中央市場西交差点、医師

会病院入口交差点の西側流入部について調査した。 
 具体的には交通量や信号現示をビデオカメラで撮影

したものから読み取り，交差点西側流入部の滞留最後

尾車の位置を地図上に記録した。 
 

３．調査結果 

（１）中央市場西交差点 

［開店前後の交通量の変化］ 
この交差点の西側流入部の特徴は右折レーンがあり，

歩道のある片側 1 車線の道路であり，5 月 8 日から観測

を開始した。このため開店前のデータは乏しいが，こ

の図－２で示すように SC 開店前と開店後では全体の

交通量と直進車交通量の増加、左折車交通量の減少が

見られる。 
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図－２ 交通量（中央市場西交差点西流入部） 

 
［開店後の滞留長の変化］ 
図－３に示すように，開店から約 2 ヶ月間は平均滞

留長が長い。しかし，その後は安定化してきている。

ただし，10 月 30 日，12 月 23 日のように商業イベント

日などには滞留長が増加する傾向がある。なお，開店

当初はＳＣの駐車場への入庫待機車が交差点交通まで

到達したが，その後このような状況は観測されていな

い。 
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図－３ 滞留長（中央市場西交差点西流入部） 

 
（２）医師会病院入口交差点 
この交差点は右折レーンがないため，4～5 台以上の

右折車の滞留が後続自動車の交差点への進入を閉塞さ

せる。この付近に駐車場出入口が 2 つ，その上流に無

信号の食い違い交差点，またさらに上流側には歩道の

ない狭い道路があり，通行性と安全性に問題がある。 
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